
読書好きの子どもを育てる

１．読書の効用

　テレビの普及とともに、青少年の活字離れが進んできていることが心配されています。

　読書は、豊かな情操を育て、深く考える力を伸ばし、言語能力を向上させるなど、人間形成上大切な役割を果たしています。

　小学生のうちから読書の習慣を身につけた読書好きの子どもにしたいもの

２．読み聞かせを十分に

　読書力が十分でない低学年のときに、読書を強制されると、そのつらさが身にしみて、本はおもしろくないという印象が心に焼き付いて逆効果です。

　幼児期から低学年までは、お母さんがお話をしてあげたり、呼んであげたりすることを主として、おもしろかった、楽しかったという経験を十分に与えておけば、読書力がついてくる二年生の後半ごろから、進んで本に親しんでいくようになります。

３．マンガの読ませ方

　マンガも本の仲間なので、お母さんがマンガを目のかたきにしていると、本そのものに嫌悪を抱くようになります。マンガから次第に本の方に移ることが大切です。

　幼稚園の終わりころから小学校一、二年生ごろまでは、マンガに熱中するのが普通です。この熱病期に十分与えて満腹感を味わわせると、早くマンガを卒業できるのですが、小出しにしていると、高学年になってもマンガ離れができません。

　三年生以上になったら子どもに自分でコントロールする習慣をつけさせていきましょう。

　たとえば、水曜日と日曜日だけはマンガを読みたいだけ読んでもいいが、ほかの曜日は代わりの読み物を読むというように子どもと約束を取り交わします。この場合マンガの代わりに与える読み物については、なるべく幼児から読み聞かせなどをして、そのおもしろさを子どもにわからせておくことが必要です。
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子どもを読書好きにするには





子どもの読んだ本を家族の話題にする。


お母さんが本に熱中している姿が子どもの目にふれるようにする


「この本を読んでご覧」と押しつけるのではなく、読んでほしい本はさりげなく子どもの目に付くところに置いておく。


時には親子で図書館に出かけて並んで本を読んでくる。


親が買ってきて与えるのではなく、いっしょに外出したときに本屋に立ち寄って、子どもに本を選ばせて買ってあげる。





























